
溶血性黄疸の・一例

東京女子欝學：專門學校小兇科教室（主任 磯田教授）

      厚 谷  幾 代

緒 言

 本症は最初Mlnkowskf， G｛lbert， Castaigne及び Lereboulletによりて注目せら

れ，黄疸，e． 9fl，脾腫，「ウロビリン」尿を徴候群とし，赤血球滲透歴抵抗減弱を以て

特有とする疾患である。而して多くは遺傳聖母係を有し，兄弟若くは同一家族ゐ敷世

代に亘りて数人に現はれたる報告例も勘くなV・。始めMinkowskiが一家三代に亘り

8名の本患者を報告したるを牛耳とし，爾來本症の報告例は諸外國のみならす本邦に

於ても極めて稀と云ふ程ではなV・。昨年私共の教室で家族的關係を認める事の出來な

い個立性の溶」哲1性黄疸と思はれる一一例を経験致しましたので簡略に報告申上げますD

症 例

 患者 5年11月置男子 竹〇三〇雄

 初診昭和13年10月1日
 主訴黄疸，貧血と腹部膨隆。

 家族歴 母は昭和11年参耐経痛を患った外，現在は父母及弟2入，妹1入，何れ

も健康で黄疸，脾腫，貧m’1 t．，「マラリヤ」等の既牲症なく，（猫血L液所見は何れも正常

でありました）又父方及び母方の近親者にも本症と類似症を認められす又特別の町勢

的疾患も無v・様である。

 既往歴 患児は群馬縣多野郡の生れ，正常出産，母孚L榮養，漏一歳頃離乳し，種痘，

麻疹，百日咳を経過して居り，昭和13年8月家族と共に紳奈川縣川崎市に韓居した。

 現症歴 乳見の頃よ）li．・S・t・一育は順調で良く肥って居ったが他児に比して顔色勝れす蒼

白であった。昭和11年4月（満3歳6月）麻疹に罹ってから顔色が特に悪くなり，

5月始頃よウ眼球結膜の黄色調に氣付き多少の倦怠感があるらしかったが，護熱，腹

痛等は無かったと云ふ05月末頃には腹部膨満に氣付いた。

 6月突然に獲熱と共に頭痛を訴ヘー日で自然に治る事が5－6同あり，その間腹部

膨浦は益々著しく黄疸は著明となり・8月始めて讐療を受け1ケ月後には輕快，11月
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42 厚谷＝溶血性黄疸の一例

頃には傍から見て殆ど全快した様に見受けられたが疲興しやすくなったさうである。

 翌年即ち昭和12年5月頃格別の誘因なくして再び顔色蒼白，黄疸，腹部膨満を晒

し，馨療の効なく四々著しくなり1時斥38度位ゐ獲熱を潤すし，頭痛を訴へる事は

前年と同様であった。但し一同も腹痛，食思不振，皮膚掻痒感，靱血等は無かったと

云ふ。

 7月以後は欝療を中止したにもかかはらす10月頃からは奮に復し外学感のみが淺

つた。翌年EPち昭和13年5月頃より再び同様の症朕再獲し昨年の如く10月には恢

復するものと思って居りましたが釜中悪くなったので，10月！日外來を訪れ直に入院

致しました。

 入院時所見 榮養1伏態拙吟度，艦重14．720kg，身長98 cm，胸圏．SO．」「 cmで騰：ま

梢小。顔貌普…重，四肢に異質なく，皮膚及粘膜は貧血状で蒼白度は可成り強く，「レモ

ン」色め黄疸を認める，稜疹，毘血斑り掻爬痕跡等はなく，限球結膜は黄色を呈し，

眼瞼結膜，口腔粘膜は貧血著しく，舌苔あり，脈搏整，呼吸叉安静。

 胸部＝胸廓異状なく，心尖搏動は第6肋間で乳線内にあり心臓濁音界正常，凡ての

心音開学部に弾帯期性雑音をas〈，肺EC異常なし。

 腹部：著しく膨隆し就中上腹部が膨隆す。然し静脈怒張や腹水を認めす。肝臓，脾

臓は著しく肥大す。自Pち肝臓は前腋下線上では8cm，右乳腺上にては肋骨弓下6．5cm

中央線上では7cmを旧知し，表面丁一一滑，墜痛なく，硬度正常。

 脾臓は左側孚L腺hで肋骨弓下8．5cm，前腋下線上で9cmを燭れ，表面平滑，硬く

して墜痛なく，呼吸と共に又墜迫によ）1て良く動く。

 各部の淋巴腺は輕度に腫脹す。帥ち頸部は左右共に米粒大，顎下部は碗豆大2～3

個，腋窩部では小豆大数個，叉蟹蹉部では米粒大2～3個を燭れる。

 入院中の検査事項・！）血液所見・別表の如く敷度の槍査に於て，赤rkl佐敷は最小

122萬，最大279萬にして著しく賛血を認め，血色素量も叉甚しく減少してをるが

必らすしも亦赤血球数と平行たる動揺を示さなV・，最低21（ザーリー），最高4δ（ザー

り一），」血．小板は157．380～222．670で形歌には異常なし。

 赤血球の「アニソチトーゼ」「ポリク・マヂー」は毎同著明で，有核赤血球の出現あ

pi（白血球200個を算するうち1～4個），「ポィキ・チト日計」は認めない。’ ｳ労基

性顯粒赤血球，ジヨーリー氏小鮒’ガボード氏聖歌帯等を有する赤血球はなv・。

 rブリリアント・クレシーールブラウ」にて生膣染色を行ったところ網歌或は顛粒状

物質を有する赤血球は5・9～11・2％で0・5～1％の正常値に比し十激倍に増量して居
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る。（第一表）

 白血球は其の数4t）OO～8040．・で増加なく細胞別は申性嗜好白血球の比較的増多毛異

型骨髄細胞の錦鱗を認める外蓋加の事はない。（第二表）

 2）肘窩静脈より採取せる血液につき赤血球の低張食盤水に封ずる滲透墜抵抗は毎

回その値は軽んど大差なく，最小O．59％，最大0．31 ％で正常値より減弱してをる。

 3） 血清は著しく黄染し黄金色を呈し，謄汁色素反慮張陽性，「ビリルビン」量はモ

■レングラハト氏海で入院時は22．・6その後18．0退院後には15．5で正常，5．0以下

に比ぶれば著しい増加を示してをる。ヒューマン・ワン・ヂン・ベルグ氏法にて2同と

も直接反慮陰性で間接反町めみ強陽性である。

 4）塞冷溶血素試験はDonath－Landsteiner氏法にて陰性。

 5）自己血球凝集素試験はウイダール氏時計適法にて陰性。

 6・出血．時聞はDuke氏法にて3’30”～4’10”にして略正常。

 7）血液凝固時間はライト氏毛細管法にて4’20’t以内，（室温20℃）Biffi～Brooks

血液凝固計佐藤清奥手良法にで4’30”以丙にして略正常。

 8）血清のワ氏反慮及村田氏反燈光に陰性。

 9） 胸部の「レントゲン」像をみるに肺臓にi愛化なく，マンテウ氏反慮は1000倍

：液でも100倍液でも陰性。

 10）尿所見：淡黄褐色又は密柑色で比重は1022前後，弱酸性，糖蛋白反悪なく，

．黄疸があるに拘らす，「ビリルビン」は5／Xより16／XI迄の聞一同も陽性の事はな

い。反之「ウロビリン」，「ウロビリノーゲンi lrl毎常では無V、が陽性の事が多かった。

沈渣には格別の事は無V、0

 11）尿：濃福色にして虫回想卵の少激を認めたので，121x「マクニン」液59一同

内服して一身排出したる後はi轟卵皆無となった。

 ！2）黄疸「スピロヘータ」は尿及血液の動物試験にて陰性。

 経過 入院中の艦温は第五表に示す様に始めの二週間迄は37．5℃迄の微熱を呈し

：たがその後は殆ど無熱に経過してをる。

 入院中の療法は安静の外，貧血に毒する藥物療法即ち鐵齊1，銅剤の内服を施し1同

の日取を行ったとこ．ろ第一表の如く貧血は次第に恢復して來た。然し「アニソチトー

ゼ」，「ポリク・マヂー」は依然として毎同著明で南つた。

 食慾は常に良好で元氣も次第によくなり，粘膜出血及皮下出血を呈したる事もな

く，又屡々Minkowski型或はHayem型等の溶血性黄疽に見られると云ふ右季肋下
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の直射檬陣痛，黄疸の増悪及解熱等を俘ふ｛爲騰石印獲作は一度も起らす，黄疸も次第

回轍．し墾院離聯酵葺通の馳となった・然し騰及麟哩大は入院時と

退院時と大差なく，且興味ある鰍ζは脾臓の大さが時刻により多少相違する事であ

る。即ち午前9時と午後4時の2同測定L．た虞季肺下よ砂1・0・TV 1 ”5 cmの動揺を示し

且午後の方が増大してみる事が多かったのである。

                考．  案

 以上述べた如くで，臨床的には色kの疾患が考へられる。例へばつ」≧重氏病，白lfiL

病，假性白血病，肝硬攣，徽毒，ワイル氏病，再生不能性貧血等を考へねばならぬ一

し，叉晶晶症も考へて置かねばならな匝が，先に申蓮べた種々ρ素謡に‡り，特に赤

血球滲透抵抗減弱，血清ワン・デン・ベルグ氏反憲及黄疸あるに拘らす尿中「ビリル

ビン」反憲陰性なる融より見て溶血性黄疸であると考へるのであります。然し本例ぼ

家族的關係なく，既往歴によると夏期に症状増悪し冬期にはむしろ輕快して殆んど健

康人の如くなる様であります。

 以上簡略乍ら弓庭に経験を報告し諸賢の御批評を乞はふと思ふ者であります。

   終ηに臨み磯田教授並びに佐藤八：重教授の御懇篤なる御指導を厚く謝す。

交 献

1）．一．．Aschenhe正皿： Uber fami1泌re Ikterus．（ICtineh、 m． W．1910 s．．1282）．

2） Benjaminskula：Uber cine ch．roninhe， mit lkterus eingehende Erkrankungdes Biutes．．

  （Berl． ki． W．． 1907， s． 1065）．

3） Bettmann：Uber eineわesondere Form des chrenischen Ikterus．．（Mttnch．皿． W．1900，．

  s． 791）．

4’ j Huber： uber dis Blutveranderungen beim lkterus lla“molyt－i’cus． （Berl． kl． W： s． 6Sl，．

  1913）．

5） Lommel： Uber hlimolytischen lkterus． Bantische Krankheit． （miinch． m． ML 1913，．

  s． 2314）．

6） MiDkowski： Uber eine hereditare， unter c］eni Bilde eines chronische lkterus mit’

  U’robilinuriet splenomega！ie u． Nierensiderosis veriaufend．es Affcktion． （Verhgndl． d．．

  kongr． f． iDn． med． s． 18， 1900）．

7） “，licheli：unmittelbare Effekt der Splenel〈tomie einem Falle vom erworbe．nen h amoly－

  tischen splenomegalischen lkterus （Wien kl． VV． 1911， si 1269）．

S） 11eulengracht： i’ber die Erbiichkeitsyerhaltnisse beim chronischen hereclitc：ue h“mo－

  lytishen lkterus． （Deut． areh． f． kl． ined．， Bd． 136）．
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 9） Meu王engracht：1）er chrenische heredit盗re．haeロ】olytischρ Ik軍eτqs．（Verhand1． d．．

  ．kongr． f． 五nn． med．， 1900．）．．

10）M・・s・・Ub・r P・ly・yt1軸i⑳1四・・b服孟・ikt・・u・u・“lil…m，。・・（D・・t・血・d・w・・h・r

   1907， s．2175）．

       りll）Pi・k・Ub・・h・・editare・lkt…s（Wi・・rkl・w・19031・・岬）・

12）Rosenfeld ： Uber iamilli註re Ikterus．（Deut；med。 W．1909）．

13）Roth＝Ube’ die hamolytisch・Anaemie（Peut・A「ch馬k！・甲・d・s496，137，191 2）r

14） Strauss：tiber erwarbene For卑en ，des chronischen acholurischen IkterQs m1t Spleno・・

   megalie（BerL kL W．1906， s．1590）．

15）P・・正G・・f・z・rchi・u・u琴is・he・Therapir d・・h・emglyti・ch・1碁聖・（Pβ・t・Z．・i・t・h・i’ f・’

   chiruruugie 1914， Bd．130）．

16）Ernst． u、 Foerster．：tiber die BeStimnユung des：Blutbilirubin．s；（≧1；Wi 1924）．

17）G傷・n・sl・P・hamr・lyt三・・h・lkt・ru・…haemgiiti・che K・n・tit・・ti…（kL W・1929， Vt・

   30）・

18） GaenssIen， Zipperlin u． Schnetz：Die h’aemolytislie konstitpation（1）eut．3rch． f． kL．

   m¢d．Bd．146）．

19） Gtoss：Der haemolytische Ikte＝us（Zeitschri。，f， Path．．1912，．Bd。31）．．

                   ノ20） He11and ；g Fa・ lle von familiel．len haihotyt’ischer Jkterus ohne typischen veriinCerungcni

   des Blutes（Zeitschr． f． kl．血ed．1919． Bd．87）．

21） Jakabi u． Naegeli＝tiber erfolgビεiob milzexstir， Pation bei Ikterus hEmolyteus．．

   （Mitt． a， d“ 9ガ． d． 潤ed  u   ch。，）．

22） 小林泰次郎．：好生館一事研究會雑誌，20谷4號（大正2．8．）

23） 中山．悌吾：北越磨學會雑，199號（大正3．12．）

24）多田羅正俊：中外艶事薪i報，853誌（大正4，10．）

25） 戸早幾太郎：日本口叩讐日照薙誌，3巷7層目大正6．7．）

26）佐k康z馬水沼豊作：日本内科學會雑誌，5巻（大正6．）．

27）清瀧丑五郎：児科雑誌，．225號（大正8・2．），東京讐學内庫誌，．（大正7．4．’）

28）三浦謹之助1實験讐報，第6年第69號（大正9。）
92）  柳  金太」ミ昼： 日本内科學會海船， 10 毬…（大正 1L）

30）岡山 巖1日本内科學會雑誌，13答1號（大正14．4．）

3i）石島 開創：千葉馨朝鳶雑誌，13巻3號（大1E 14．6．），エ3巻4號．（大正14，7．）．

32）長岐佐武郎＝日本内科學會雑誌，13巻3號，4號（大正14．6．）15巷4號（昭2．7．〉

．33）辻好潔，佐々木蜜公：京都讐學會難誌．22巷4號（大14i 4．）

43）飯島 孝，清：水茂松．1蘭科雑誌，327’號（昭2．8。）

53）是按哲熊，俄事丑雄：鹿見島讐學會雑誌，23號．（大15．4。）

36）  三三浦タト茂治＝軍讐團薙誌， 157 號（大 15．7．）

37） 吉庄乙彦，白木慶三 熊本醤學會雑誌，3巷4號（昭2．7・）

38）幽谷 卓＝彌實瞼亭亭，154巻（昭．2．）

39）大元 勝治：臨床讐學，16年8號（昭3．8．）
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．40）芳山 龍1・児科雑誌，339號（昭3・8・）

・41）中村 新：目本内科學會雑誌，2巻5號（大3．8．）

42）熊田 修一：日本内科學曾雑誌，第15年11號（昭3b 2・）

43）菊地俊齊＝見科雑誌，343號（昭3・）

S4）大野 章三：東京讐事新誌，2620號（昭4．4．）

45）馬揚爲義，玉田壽次1大阪馨學會離誌，29巷（昭5．）

・46）久留・勝：東京醤學會雑誌，44審（昭5・）

・47） 徳山富雄，巽稔，笠原遺夫兇：科難誌，361號（昭5・）

48）碓居龍太＝實験讐報，193號第17年（昭5・）

49）渡邊丈雄：日本内科學會雑誌，20巷4號（昭7・7・）

50）河村謙二：グレンツゲビート，7年10號（昭8・10・）

51）小林一郎：児科雑誌，｛02號く昭8・11）

．52、 栗山 重信＝見科難誌，412號（昭9・9の

53）長濱 宗彦：児科雑誌，409號（昭9・6・）

；54）  松 尾   巖：實験讐報， （日召 9・ 11）

55） 高谷雄次鄭，北川義重 倉敷中央病院年報・（昭8・10ウ

56）本田 丈夫：目本内科學會雑誌，22巷10號（昭10・1・）

．57）賀屋俊吉，今村久吉郎＝實験清化羽目，10巻6號（昭10・6・）

・58） 下川 忠人：關西学事，238號（昭10・6・）

o「g）木部 信佳：千葉讐學會雑誌，13ig 9號（昭10．9．）

・60） rド村  誠：長崎讐學會雑誌，13巻5號（昭10・5・）

61） ヨ三井  齢熱闘：長直奇醤學會楽陸誌， 13白き 12 號（口e 10・ユ2・）

62）徐傍興：目凹外科學回避誌、37同4號（昭11・7・）

63）足立 孝＝臨床日本醤學，5巻10號（昭11．10・）

・64）富澤宗爾，鷲津砧道；臨床内科，2巷10號（昭11・10・）

・65）木田 丈夫＝児科雑誌，43巷8號（昭12．8．）
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表

日 田

    ）・

1／X－19381 5／X

赤 血 球 数

ア嘉ゾチトーゼ

ポイキロチトーゼ

ポリクロマジー．
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